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１．ワクチン・検査パッケージの活用の目的等
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• ワクチン接種歴及びPCR等の検査結果をもとに、個人が他者に二次感染
させるリスクが低いことを示す仕組み

• 緊急事態措置区域等において、飲食やイベント、旅行等での行動制限の
緩和を認め、感染拡大防止と日常生活の回復の両立を図る

• 国において、飲食店や大規模イベント、観光等で技術実証を実施中

飲食

• 緊急事態措置区域等において、ワクチン・検査パッケージや、自
治体が実施する飲食店の第三者認証を活用したり組み合わせるな
どをして感染リスクの低減を図った店舗は、酒類の提供を認め、
営業時間について21時まで営業できる

• 会食について、人数制限を緩和し、例えば５人以上の会食も可能

イベント
• ワクチン・検査パッケージを活用し、感染防止安全計画の都道府
県による確認を受けた場合には、緊急事態措置区域等において、
人数上限を上回る人数や、収容率100％でのイベントの実施が可能

外出・移動
• 緊急事態措置区域等との間の移動に関し、ワクチンを接種した方
又は検査を受けた方は、旅行をはじめとした都道府県をまたぐ移
動について、自粛要請の対象には含めない

２．ワクチン・検査パッケージの活用による具体的制限緩和の例

出典：内閣官房「ワクチン接種が進む中における日常生活の回復に向けた特設サイト」等



３．国のワクチン・検査パッケージの活用に係る技術実証の例
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飲食店、ライブハウス等

• ワクチン接種歴の確認、入店者リ
スト作成、CO2濃度計測等を実施

• 人数制限等を緩和
• 当日及び後日の調査等

大規模イベント

• ワクチン接種歴の確認、入場者リ
スト作成、マスク着用把握、密集
回避、直行・直帰の勧奨等を実施

• 人場者数等の制限を緩和
• 当日及び後日の調査等

飲食店（例）

都道府県 実施店舗 日程

京都府 料亭 10月21日～11月３日

北海道 居酒屋 10月22日～10月30日

埼玉県 居酒屋、バー等 10月22日～10月31日

千葉県 イタリアン、割烹等 10月22日～11月４日

大阪府 お好み焼き屋等 10月25日～10月29日

福岡県 レストラン（ホテル内） 10月25日～10月29日

下記を含め、10月29日時点で、12道府県で実施または実施予定



３．国のワクチン・検査パッケージの活用に係る技術実証の例
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ライブハウス・劇場等（例）

大規模イベント（例）

場所 イベント 日程

池袋シネマ・ロサ 映画館 10月19日

場所 イベント 日程

豊田スタジアム JリーグYBCルヴァンカップ準決勝 10月６日

埼玉スタジアム FIFAワールドカップカタール2022
アジア最終予選 10月12日

東京ドーム セ・リーグ公式戦 10月14日

観光・宿泊施設（例）

都道府県 施設名 日程

香川県 琴平グランドホテル桜の抄 10月15日～10月31日

香川県 JRクレメントイン高松
JRホテルクレメント高松 10月15日～10月31日

下記を含め、10月29日時点で、４イベントで実施または実施予定

下記を含め、10月29日時点で、77イベントで実施または実施予定

下記を含め、108施設で実施



４．他の自治体・民間企業の取組事例

5出典：各自治体・企業等HP等

自治体 内容

群馬県
• 「ぐんまワクチン手帳」を運用
• 社会経済活動を徐々に再開するため、ワクチン接種済者等を対象と
した需要喚起策に活用

山梨県
• 「やまなしグリーン・ゾーン認証基準」のあり方を検討するため、
実証事業を実施

• ホテルなどの宴会において、認証基準の一部を緩和

沖縄県
石垣市

• 「あんしん島旅プレミアム」の実施
• 「あんしん島旅プレミアムパスポート」を発行し、割引サービス等
のさまざまなプレミアム特典を提供

実施主体 内容

（一社）メ
ディカル
チェック推
進機構
ＩCheck㈱

• ワクチン接種証明をデジタル化できるアプリ「ワクパス」の提供
• 「ワクパス」連携の飲食店や宿泊施設などでサービスを利用

航空会社 • 航空券のプレゼントやショッピングの割引等

宿泊施設 • 宿泊料金や飲食料金の割引等



６．今後の進め方
• ワクチン接種が進み、希望者にワクチンが行き渡りつつある中、
国において、「ワクチン・検査パッケージ」の技術実証を実施中

• 技術実証を踏まえ、具体的な制度を検討し、11月中にとりまと
められる新型コロナウイルスに関する対策の全体像の中で内容が
示される予定

• 国の動きを注視するとともに、他の自治体や民間企業においても、
さまざまな取組みが進んでいる状況も踏まえ、引き続き、情報収
集に努める

• 感染防止対策と日常生活の回復に向けた取組みの両立に向け、県
民生活各分野における「ワクチン・検査パッケージ」等を踏まえ
た対応を検討
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• ワクチンを接種していない人々が不利益を被ることがないよう、
十分な配慮が必要

• 希望するすべての方がワクチンを接種した段階においても、疾患
により接種を受けられない人や希望しない人が一定数存在し、ワ
クチンの予防効果にも限界があることから、基本的な感染防止策
は維持

５．ワクチン・検査パッケージの活用に際しての留意事項


